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１．経 営 成 績 

 

（1）経営成績に関する分析 

 当中間期のわが国経済は、サブプライム問題に端を発した米国経済の動向や原油、金



ユニック製品は、ヨーロッパでの市場開拓により輸出台数は伸びましたものの、排ガス



〔その他〕 

当社グループの運輸事業及び新規事業を主に行っております。売上高は 6億 24 百万円（対

前年同期比 37 百万円増）、営業損失は１億円（対前年同期比 48 百万円の損失減）となりま

した。 

 

通期の見通し 



 この結果、現金及び現金同等物の当中間期末残高は 128 億 25 百万円となり、期首残高に





⑥環境保全について 





３．経 営 方 針 

 

（１）会社の経営の基本方針 





  



②【中間連結損益計算書】 



③【中間連結株主資本等変動計算書】 

前中間連結会計期間（自平成18年４月１日 至平成18年９月30日） 









  

前中間連結会計期間 

（自 















項目 
前中間連結会計期間 

（自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

 ヅ  平成 𪘚∴遵 平成 𪘚∴遵 平成 𪘚∴遵 ヅ 平ゔ至ヅ  平ゔ停檁 𡶷様 停停



中間連結財務諸表作成のための岩

中間連栗平年∵









前中間連結会計期間末 
（平成18年９月30日） 

当中間連結会計期間末 
（平成19年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成19年３月31日） 

３ 連結会社以外の会社の金融機関等から

の借入に対して債務保証等を行っており







当中間連結会計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 （注）普通株式の自己株式数の増加は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

  

２.配当に関する事項 率 ４月１虹









（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

前中間連結会計期間（自平成18年４月１日 至平成18年９月30日） 





前連結会計年度（自平成18年４月１日 至平成19年３月31日） 

 （注）１．事業の区分は製品の種類により区分しております。 

２．各事業区分に属する主要製品の名称 

       ３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は91百万円であり、その内容は「金 

          属鉱山跡資産」及び「炭鉱跡資産」関連費用であります。 

４．会計処理方法の変更 

役員速湲𨯁蝿云 金の計如方法の変更

 

速湲𨯁蝿金硝、 に≫Μ晦 法要 費額により計如する方法ｘ変杭しております。

 

２百万円、 ブ崣成品事業厭額 しております。

  翼 ; 翼 ; 翼 ; 翼 翼 ; 翼 ; 翼 翼 ;





（１株当たり情報） 

 （注） １株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

前中間連結会計期間 
（自 平成18年４月１日140 前中間連結会計期間 

（自 ��
R�����å���D�
�ÔQ™v� 

��
（自 平成18年４月１日140 ��¢�× （自（自 琶（自（自 （自（自 琶 （自（自 琶ヵ前中間連結会計期陥蟆平9 僴U ますé140 
²�¤���È�A�q�-�8���—`平9 僴U ますé140 ����Ð] Ç�6ƒ“�‡�b�平9 僴U ますé140
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前中間会計期間末 

（平成18年９月30日） 
当中間会計期間末 
（平成19年９月30日） 

前事業年度の要約貸借対照表 
（平成19年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％）

金額（百万円） 
構成比
（％）

金額（百万円） 
構成比
（％）

（負債の部）           

Ⅰ 流動負債           

１．買掛金 ※２ 3,269   3,009   4,052   

２．短期借入金 ※２ 32,139   29,244   







当中間会計期間（自平成19年４月１日 至平成19年９月30日） 

  

 

株主資本 

資本金 

利益剰余金 

自己株式 
株主資本合
計 

利益準備金

その他利益剰余金 

利益剰余金
合計 

固定資産圧
縮特別勘定
積立金 

繰越利益剰
余金 

平成19年３月31日



前事業年度の株主資本等変動計算書（自平成18年４月１日 至平成19年３月31日） 

 (注）平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 

 

株主資本 

資本金 

利益剰余金 

自己株式 
株主資本合
計 

利益準備金

その他利益剰余金 

利益剰余金
合計 

固定資産圧
縮特別勘定
積立金 

繰越利益剰
余金 

平成18年３月31日 残高（百万円） 28,208 － － 2,570 2,570 △15 30,763 

事業年度中の変動額        

剰余金の配当（注） － 122 － △1,334 △1,212 － △1,212 

剰余金の配当（中間配当） － 80 － △889 △808 － △808 

当期純利益 － － － 3,501 3,501 － 3,501 

自己株式の取得 － － － － － △8 △8 

固定資産圧縮特別勘定積立金 － － 4 △4 － － － 

土地再評価差額金取崩額 － － － 33 33 － 33 

株主資本以外の項目の事業年度中の変動

額（純額） 
            停  － 







項目 
前中間会計期間 

（自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

 (3)  ─────── 

  

  

  

  







注記事項 

（中間貸借対照表関係） 







（有価証券関係）
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